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資源向上支払 

地域資源の質的向上を図る活動を支援 

 

 

 

 

 

 対策のコンセプト 

○ 農業の多面的機能は農産物の供給機能と一体のものとして生じるものであるが、農

村集落では高齢化や混住化が進行し、農地や農業用水などの資源を守る「まとまり」が

弱まっている。地域活動や営農活動に取り組む組織に対して支援を行い、多面的機能

の促進を図っていくことが本対策のコンセプトである。 

「農業の多面的機能の維持・発展」 

「制度の内容と変更」 

１ 

農地・水保全管理支払交付金 

（共同活動） 

農地・水保全管理支払交付金 

（向上活動） 

農地維持支払 

多面的機能を支える共同活動を支援 

資源向上支払（共同） 

資源向上支払（長寿命化） 

【 平成２５年度以前 】 【 平成２６年度以降 】 



対策の内容 
  

共同活動 

■ 遊休農地発生防止 ■地域環境の保全 ■素掘り水路からコンク 

 リート水路への更新 

■ 農道舗装の補修 ■ 水田魚道の設置 

■ グリーンベルトの設置 

■ 水路の老朽化箇所の補修 

■ 水田湛水による地下水 

かん養 

向上活動 

国・県・市町村による助成単価 

 地 目 10a当たり単価 

水 田 3,０00円/10a 

畑 2,０00円/10a 

草 地 250円/10a 

財源は、国50％、県25％、市町村25％ 

農地維持支払 

農地維持支払 資源向上支払（共同） 資源向上支払（長寿命化） 

■ 点検・機能診断 ■水路の保全管理 

■ ため池の保全管理 ■ 農道の保全管理 

 地 目 10a当たり単価 

水 田 2,400円/10a 

畑 1,440円/10a 

草 地 240円/10a 

 地 目 10a当たり単価 

水 田 4,400円/10a 

畑 2,000円/10a 

草 地 400円/10a 

資源向上支払（共同） 資源向上支払（長寿命化） 

２ 



農地維持支払 
（草刈り・泥上げなど） 

資源向上支払（共同） 
（施設の軽微な補修、農村環
境保全活動など） 

資源向上支払（長寿命化） 

（施設の長寿命化のため
の活動） 

施設の点検・機能診断 

施設の破損状況の把握 

施設の機能診断及び診断結果
の管理 

遊休農地発生状況、水路の
堆積状況等を点検 

診断結果を踏まえた活動
計画の策定 

集落内における優先順位
等、年度計画を策定 

農道への砂利の補充
（軽微な補修） 

水路沿いに花の植付 

破損施設の補修 

年度活動計画の策定 

点検結果を踏まえた活動計
画の策定 

 活動計画の作成例 

実践活動 

農地周りの草刈り 水路の泥上げ 

３ 

市町村 活動組織 

助言、指導 

実践状況確認等 

規約の作成 

活動計画の作成 

活動の実施 

実施状況等の報告 

事業計画の認定  

事業計画の申請 

事業計画の認定 

水路の更新 



４ 

１．平成２８年度の市町村毎の取組状況 
○市町村毎では北杜市や南アルプス市といった農地面積の広い地域での取組面積が大きい状況となっている。
加えて、カバー率は甲州市や富士川町も高い率となっている。 

○本県では未実施市町村が８市町村ある状況であるため、県は市町村や推進協議会と協力して、意欲のある
地域への積極的な支援を行い、取組に向けた啓発と推進を実施している。 

実施地区数 取組面積(ha) カバー率(%) 実施地区数 取組面積(ha) カバー率(%) 実施地区数 取組面積(ha) カバー率(%)

甲府市 868.3 3 49.09 5.7% 3 49.09 5.7%

韮崎市 1763.4 24 549.15 31.1% 24 549.15 31.1% 10 190.25 10.8%

南アルプス市 2535.4 12 1204.73 47.5% 12 1204.73 47.5% 1 102.47 4.0%

北杜市 6569.7 84 2597.43 39.5% 73 2388.36 36.4% 68 2366.57 36.0%

甲斐市 923.7 3 175.4 19.0% 3 175.4 19.0% 1 2.83 0.3%

中央市 744.1 2 53.87 7.2% 2 53.87 7.2%

山梨市 2201.6 9 593.3 26.9% 9 593.3 26.9%

笛吹市 3497.6 14 940.24 26.9% 14 940.24 26.9%

甲州市 2037 9 840 41.2% 9 840 41.2% 10 955.68 46.9%

市川三郷町 562.2 6 89.3 15.9% 4 77.75 13.8%

富士川町 341.6 9 140.8 41.2% 9 140.8 41.2% 8 125.5 36.7%

身延町 404.6 9 88.86 22.0% 9 88.86 22.0% 8 86.5 21.4%

南部町 375.5 1 9.71 2.6% 1 9.71 2.6%

富士吉田市 113.4 2 14.12 12.5% 2 14.12 12.5%

都留市 344.1 4 42.38 12.3% 4 42.38 12.3% 1 26.4

大月市 296.7 1 7.5 2.5% 1 7.5 2.5%

上野原市 313.7 2 18.36 5.9% 2 18.36 5.9% 1 6.36 2.0%

富士河口湖町 725.2 1 210 29.0% 1 210 29.0%

小菅村 41.6 1 2.58 6.2% 1 2.58 6.2%

山梨県合計 25,245.3 196 7626.82 30.2% 183 7406.2 29.3% 108 3862.56 15.3%

資源向上支払（長寿命化）
市町村

農振農用地
面積(ha)

農地維持支払 資源向上支払（共同）



国費 県費 市町村費 国費 県費 市町村費 国費 県費 市町村費

甲府市 1,680,980 553,550 276,775 276,775 286,940 143,469 143,471

韮崎市 28,673,194 7,164,000 3,582,000 3,582,000 3,594,375 1,797,187 1,797,188 3,578,222 1,789,109 1,789,113

南アルプス市 41,556,832 12,867,000 6,433,500 6,433,500 6,214,980 3,107,488 3,107,492 1,696,436 848,218 848,218

北杜市 206,383,780 36,888,850 18,444,425 18,444,425 17,446,076 8,723,024 8,723,052 48,856,954 24,428,459 24,428,515

甲斐市 7,023,882 2,328,650 1,164,325 1,164,325 1,139,645 569,822 569,823 43,646 21,823 21,823

中央市 2,336,580 739,550 369,775 369,775 428,740 214,370 214,370

山梨市 17,400,220 5,933,000 2,966,500 2,966,500 2,767,110 1,383,555 1,383,555

笛吹市 27,266,960 9,402,400 4,701,200 4,701,200 4,231,080 2,115,538 2,115,542

甲州市 29,810,708 4,600,000 2,300,000 2,300,000 1,890,000 945,000 945,000 8,415,354 4,207,675 4,207,679

市川三郷町 3,468,250 1,221,500 610,750 610,750 512,625 256,312 256,313

富士川町 8,123,252 1,429,000 714,500 714,500 711,300 355,650 355,650 1,921,326 960,661 960,665

身延町 7,164,288 1,253,350 626,675 626,675 624,010 312,005 312,005 1,704,784 852,389 852,395

南部町 401,430 134,550 67,275 67,275 66,165 33,082 33,083

富士吉田市 319,300 107,000 53,500 53,500 52,650 26,325 26,325

都留市 2,611,246 562,150 281,075 281,075 283,735 141,867 141,868 459,738 229,869 229,869

大月市 342,600 103,500 51,750 51,750 67,800 33,900 33,900

上野原市 986,568 242,750 121,375 121,375 118,110 59,055 59,055 132,424 66,212 66,212

富士河口湖町 840,000 262,500 131,250 131,250 157,500 78,750 78,750

小菅村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

山梨県合計 386,390,070 85,793,300 42,896,650 42,896,650 40,592,841 20,296,399 20,296,442 66,808,884 33,404,415 33,404,489

市町村 交付金額
農地維持支払 資源向上支払（共同） 資源向上支払（長寿命化）

２．平成２８年度の交付金交付額 
○活動組織の要望額に対して、農地維持支払と資源向上支払（共同）は１００％交付したが、長寿命化について
は国費の予算が要望に対して満額とならず、約９９％の交付となった。 

○活動組織は交付金の計画的かつ効果的な使用のためを理由とした、交付金の持越が可能であり、下記の全
額を平成２８年度に支出しているわけではない。 

５ 



３．平成２８年度の取組状況について（参考） 

○「新・やまなし農業大綱」の平成２８年度目標達成率 １０４．６％ 

 （Ｈ２８年度取組面積／Ｈ２８年度目標面積＝７,６２７／７,２９０＝１.０４６） 

  ※大綱では平成３１年度の取組面積を８０００ｈａとしている。 

 

○カバー率 ３０．２％  
 （Ｈ２８年度取組面積／農振農用地面積（Ｈ２７．１２）＝７,６２７／２５,２４５＝０．３０２） 
  ※Ｈ２７関東管内平均２７％、全国平均５２％ 

 

○荒廃農地の発生抑止面積 ４６．２ｈａ 

 （Ｈ２８年度協定面積／荒廃農地発生率＝８,２５９／０．００５６=４６．２） 
 

○保全管理している施設量 

  農業用水路 １,８８０ｋｍ農道１,３８９ｋｍため池５４カ所 

 

○構成員人数 ３１,４２４人（農家２０,２８３人 非農家１１,１４１人）人 
  ※非農家は消防団、ＰＴＡ、婦人会なども含む 

 

☆県では、より一層、多面的機能の促進を図っていくため、地域活動や営農活動を
意欲的に取り組む地域に対して支援を行うことを目的として、「新・やまなし農業大
綱」の目標値８,０００ｈａにむけて面積の拡大を図っている。 
 

 ６ 



４．取組組織数、面積等について 

○農地維持支払と資源向上支払（長寿命化）で、平成２７年度の推進活動の効果により、新たに取り組む組織が 
設立されたため、取組面積が増加している。 
○制度内容を十分理解し、実施体制の構築が出来ている組織がある一方で、組織内での人材不足等により活動 
の継続が困難な組織があるのが実情である。 
○平成２８年度は５ヶ年の計画の最終年度となる組織が６割以上となるため、平成２９年度は取組組織数、面積共 
に減少すると想定しており、組織のヒアリングを実施している。 

〈農地維持支払の実施状況〉 

〈資源向上支払（長寿命化）の実施状況〉 
 

７ 

田 畑 草地

7,627 3,469 3,948 210

100.0% 45.5% 51.8% 2.8%

7,547 3,395 3,942 210

100.0% 45.0% 52.2% 2.8%

増減 0 5 80 74 7 0

平成27年度

19

19

196

191

平成28年度

市町村数 活動組織数
取組面積(ha)下段はシェア(%)

田 畑 草地

3,863 2,483 1,379 0

100.0% 64.3% 35.7% 0.0%

3,736 2,370 1,366 0

100.0% 63.4% 36.6% 0.0%

増減 0 6 127 113 13 0

取組面積(ha)下段はシェア(%)

平成28年度 9 108

平成27年度 9 102

市町村数 活動組織数



８ 

○農地維持支払の取組面積は、 ７，６２７haであり、地目別シェアは、水田４５．５％、畑５１．８％、草地２．７％。 
○市町村別に見ると、山梨市、笛吹市、甲州市の峡東地域及び小菅村は畑における取組割合が１００％となって 
いる。また、米作りの盛んな北杜市では水田のシェア率が高くなっており、取り組み地域の特産に応じて地目割合 
に変化がみられる傾向となっている。 
 



〈面積規模別の活動組織数〉 

５．活動組織について 

○活動組織の規模（協定範囲）は、農地・農業用水等の資源や環境を最も保全しやすいまとまりを地域の 
 実態に応じて設定することができる。 
○面積規模別では20ha未満及び20～50haで150組織(76.5%)と最も多くなっており、１活動組織当りの平均 
 面積は約38.9ha。 

（１）面積規模別の活動組織数 

20ha未満 
20ha以上 

  50ha未満 
50ha以上 

  100ha未満 
100ha以上 

  200ha未満 
200ha以上 

93 57 27 15 4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

20ha未満 

20ha以上 

  50ha未満 

50ha以上 

  100ha未満 

100ha以上 

  200ha未満 

200ha以上 

面積規模別活動組織数 

９ 



〈農地維持支払〉 

６．活動組織について 

○活動組織は協定エリアにおいて、農地維持支払、資源向上支払の対象活動の中で、計画に位置づけた活動を 
 毎年度実施しなければならない。 
○農地維持支払では、農地周辺の草刈り、泥上げのほか、「地域資源の適切な保全管理のための推進活動」を 
 テーマを１つ以上選択して取り組まなければならない。 
○資源向上支払（共同活動）では、施設の軽微な補修のほか、「農村環境保全活動」のテーマを１つ以上選択し 
 て取り組まなければならない。 

（２）活動組織における活動実施状況 

13 

17 

5 

61 

18 

66 

90 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

その他 

有識者による研修会、検討会の開催 

地域住民等に対する意向調査、集落内調査 

地域住民等との意見交換会等の開催 

不在村地主との連絡体制の整備、調整、調査 

農業者に対する意向調査、農業者による現地調査 

農業者による検討会の開催 

地域資源の適切な保全管理のための推進活動 

組織数 

１０ 



〈資源向上支払（共同活動）〉 

○農地維持支払の「地域資源の適切な保全管理のための推進活動」では、農業者による検討会の開催や、地域 
 住民との意見交換会の開催など、集落での話し合いを活用して実施できる活動が、多く選択されている。 
○資源向上支払（共同活動）では、ほとんどの集落が景観形成・生活環境保全を選択している。主な活動内容は 
 比較的どの集落においても取り組みやすい植栽活動であり、地域の子供から高齢者までが参加し、交流の場を 
 創出している。 

0 

1 

0 

176 

19 

19 

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

その他 

資源循環 

水田貯留・地下水かん養 

景観形成・生活環境保全 

水質保全 

生態系保全 

農村環境の保全のための活動 

組織数 

１１ 



７．取り組み状況の推移について（参考） 

１２ 

○県内の組織数は農地維持支払では平成１９年に９１組織であったが、平成２８には１９６組織となり、
取組面積は２,０７３ｈａ増加し７,６２７ｈａとなっており年々増加傾向にあり、地域共同により維持管理さ
れる農地や農業用施設が拡大している。 

○一方で、平成２８年度は５ヶ年の計画の最終年度となる組織が６割以上となり、平成２９年度は取組
組織数、面積共に減少すると想定しており、地域の実情に応じた支援をすべく、未実施市町村や意欲
のある地域への取組に向けた啓発や推進を実施している。 
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9,000

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

(組織数)( ha )
農地維持活動（旧共同活動）対

象農用地面積

資源向上（長寿命化）

農地維持活動（旧共同活動）活

動組織数

資源向上（長寿命化）活動組織

数

※平成２６年度からは、平成２５

年度以前の共同活動に対して、

農地維持支払の値を、向上活動

に対して資源向上支払（長寿命

化）の値を採用しています。



８．交付金交付状況について 

○県内の取組組織や面積の増加にともない、予算も増加している。これは、他県においても概ね同様の状
況であり、活動の啓発や推進と共に予算の確保も各行政において重要な役割となっている。 

○県では、地域の要望量に応じた対応をするために中山間地域等直接支払制度や各種県単といった事業
の提案を実施している。 

133,617,788

66,808,884

33,404,415

33,404,489

386,390,070

193,195,025

96,597,464

96,597,581

206

28年度

196

7,627

252,772,282

126,386,141

63,193,049

63,193,092

108

3,863

27年度

191

7,547

255,318,162

127,659,081

63,829,561

63,829,520

102

3,736

131,578,120

65,789,060

32,894,530

32,894,530

386,896,282

193,448,141

96,724,091

96,724,050

124,731,400

62,365,700

31,182,850

31,182,850

349,325,680

174,662,840

87,331,423

87,331,417

26年度

160

6,814

224,594,280

112,297,140

56,148,573

56,148,567

93

3,559

144

6,462

120

5,554 6,156

91

24年度23年度22年度

128

45,327,860 46,870,810

23,275,980

25,751,480

43,776,860 45,327,860 46,870,810

うち 国費

うち 市町村費

向上活動は平成23年度から実施
93,103,920

46,551,960

12,875,740

43 75

12,875,740 23,275,980

1,192

交

付

額

計

農

地

維

持

＋

資

源

向

上
（

共

同
）

（

旧

共

同

活

動
）

交付額(円)

活動組織数

対象農用地面積(ha)

96,746,720

40,229,075

193,493,440

2,258

51,502,960

5,782

175,107,440

5,960

181,311,440 160,916,290

93,741,620

40,229,070

6,302

48,373,360

80,458,145

48,373,360

187,483,240

83,182,120

うち 市町村費 41,591,060

21年度19年度 20年度

111105

90,655,720

対象農用地面積(ha)

活動組織数

交付額(円)

うち 県費 41,591,060 43,776,860

87,553,720うち 国費

166,364,240

資

源

向

上
（

長

寿

命

化
）

（

旧

向

上

活

動
）

うち 県費

うち 市町村費 61,249,10045,327,860 46,870,810

83,182,120 90,655,720 93,741,620

45,327,860

交付額(円) 244,996,400

63,505,050

うち 国費 122,498,200 127,010,105

うち 県費 61,249,100 63,505,05541,591,060

41,591,060 43,776,860

46,870,810

71,229,772

254,020,210166,364,240 175,107,440 181,311,440 187,483,240

43,776,860

87,553,720

25年度

156

6,672

166,510,180

83,255,090

41,627,548

41,627,542

91

3,404

118,408,920

59,204,460

29,602,230

29,602,230

284,919,100

142,459,550

71,229,778

201活動組織数（重複分除く） 91 105 111 120 131 152 166 170

１３ 



 
 

水
の
み
ち
を
歩
く
集
い(

吐
竜
の
滝) 

 
 
 

 
 

 

 

中
谷
地
区 

 

山
梨
県
甲
府
市
南
部
に
位
置
す
る
七

覚
地
区
は
、
64
戸
約 

人
が
暮
ら
す
地

域
で
す
。
こ
の
地
域
で
は
か
つ
て
、
養

蚕
業
が
盛
ん
で
し
た
が
、
生
糸
価
格
の

低
落
に
よ
り
衰
退
し
、
放
置
さ
れ
た
桑

畑
は
木
が
生
い
茂
り
、
耕
作
放
棄
地
が

増
え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
状
況
を
打

開
し
、
二
度
と
荒
地
に
戻
し
た
く
な
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
平
成
24
年
に
地
域

の
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
、 

「
七
覚
む
ら
づ
く
り
協
議
会
」 

を
設
立
し
ま
し
た
。 

 徳嶋堰では春には桜や桃、菜の花が咲き誇り、夏には多

くの果実が実りの時期を迎えます。秋には黄金色に輝く稲

穂と、円野町のユニークなかかしたちが訪れる人を出迎え

てくれます。みなさんも、徳島堰の四季折々の風景を味わ

いながら、歴史ある堰を歩いてみませんか？ 

 地
域
全
体
で
支
え
あ
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

組
織
づ
く
り 

 

棚田オーナー活動状況写真 

甲府 

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
と
は 

 

中
山
間
地
域
の
急
傾
斜
地
に
位
置
す
る
棚

田
は
、
平
地
の
水
田
に
比
べ
、
生
産
条
件
が

不
利
な
た
め
、
耕
作
放
棄
地
化
な
ど
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
棚
田
の
耕
作
を
継
続
す
る
た
め
、

都
市
住
民
や
地
域
の
非
農
家
と
オ
ー
ナ
ー
契

約
を
結
び
、
地
元
農
家
と
交
流
を
深
め
な
が

ら
、
米
作
り
体
験
が
で
き
る
「
棚
田
オ
ー

ナ
ー
制
度
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
棚
田
オ
ー

ナ
ー
制
度
で
は
、
作
っ
た
お
米
を
宅
配
し
て

も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

 

協
議
会
事
務
局
の
担
当
者
は
、
「
組
織
を

つ
く
り
、
活
動
し
て
き
た
こ
と
で
、
世
代
間

の
隔
た
り
が
な
く
な
り
、
ふ
れ
あ
い
が
生
ま

れ
、
地
域
の
将
来
を
み
ん
な
で
考
え
る
良
い

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
今
後
は
、
農
地
の
保

全
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
集
落
営
農
に

取
り
組
み
、
作
物
の
団
地
化
等
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
将
来
の
抱
負
に
つ
い
て
話
し
て

い
ま
し
た
。 

 

協
議
会
で
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
作
付
け
を

し
て
い
な
い
農
地
を
借
り
受
け
て
、
そ
ば
の

栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
地
域
の
み
ん
な
で
そ

ば
の
種
ま
き
を
行
い
、
収
穫
さ
れ
た
そ
ば
を

振
る
舞
う
「
そ
ば
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
地
元
だ
け
で
は
な
く
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
募
集
し
た

地
区
外
の
人
た
ち
も
参
加
し
て
一
緒
に
作
業

し
、
交
流
を
積
極
的
に
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
他
に
も
、
農
道
整
備
、
農
地
保
全
に

向
け
て
草
刈
り
の
実
施
、
地
域
内
の
道
路
沿

い
に
パ
ン
ジ
ー
な
ど
の
花
を
植
え
る
活
動
等
、

地
域
の
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

つ
に
つ
れ
て
田
植
え
に
も
慣
れ
、
1
時
間

半
ほ
ど
で
作
業
は
終
了
し
ま
し
た
。
作
業

を
終
え
て
、
オ
ー
ナ
ー
の
1
人
は
、
「
美

し
い
風
景
の
中
で
、
貴
重
な
体
験
が
で
き

ま
し
た
。
地
区
の
方
と
も
早
く
打
ち
解
け

る
こ
と
が
で
き
、
次
回
の
活
動
が
楽
し
み

で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。 

200 そばの種まきの様子 

地
域
の
み
ん
な
で
共
同
作
業 

40aの畑に広がるそばの花 

甲府市  
 七覚地区 

快
適
な
農
村
環
境
を
目
指
し
て 

地区の概要 
・取組面積 １８.０３ha 
        （田１．４ha ,畑１６.６３ha） 
・資源量  農業用水路１．５km、農道３km 
・交付金 約６０万円 
 



徳
島
堰 

の
歴
史 

 

平
成
25
年
か
ら
オ
ー
ナ
ー
の
募
集
を
開

始
し
、
平
成
27
年
は
、
東
京
都
と
山
梨
県

か
ら
合
計
4
組
の
応
募
が
あ
り
、
管
理
組

合
の
指
導
の
も
と
、
約
10
0m

2
田
植
え

を
行
っ
た
。 

 

田
ん
ぼ
に
足
を
と
ら
れ
な
が
ら
、
最
初

は
不
慣
れ
な
手
つ
き
で
慎
重
に
稲
を
植
え

て
い
ま
し
た
が
、
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て 

活動組織図 

  懐かしい里山風景を残す中谷地区 

 晴れた日には富士山も望め、美しい風景が広がります。 

中谷農管理組合 組合長 藤巻 正朝さん 

 ヤギの放牧による除草 

  草の処分が不要で、人の労力の軽減にもなります。 

 収穫したそばを使って、そば打ち教室を開
催。そばまつりでは、特製『七覚そば』が振
る舞われ、地域や地域外の人たちと交流を
図っています。 

耕作放棄地を 
再生してそばづくり 

耕作放棄地を 
利用したそばづくり 

 荒れていた竹林を整備して、たけのこ畑として
再生し、里山環境を守っています。間伐した竹は、
竹灯籠をつくって、再利用。 

地域の保全活動状況 

（上）脱穀したそばを実とそれ以外に分ける 
   作業状況 

（左上）収穫したそばを使ったそば打ち体験 

（左）七覚産そば100％の『七覚そば』 

（上）地域の課題を解決するために 
   ワークショップを開催 
 （右上）農地保全に向けて草刈りの実施 

（右）地域のみんなで植栽活動 

 むらづくり協議会では、地域の保全に
向けて、様々な活動を実施しています。 
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